
４年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準

気持ちの変化に着目して読み、感想を書こう

1 1 扉の詩・目次・P5「国語の学びを見わたそう」
を読み、下巻の国語の学習を見通す。

2 学習の見通しをもつ。
・P13を見て、題名やリード文から物語を想像す
る。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に、学習課題を設定し、学習計画を立てる。2～6 3 登場人物に焦点を当てて読み、登場人物の行動
や気持ちを確かめる。
・初読の感想を書き留めておく。
・登場人物の言動から、その人物の性格や境
遇、気持ちを考える。

7～8 4 登場人物の気持ちの変化を捉える。
・情景から、人物の様子、気持ちを考える。
・場面と場面を結び付けたり比べたりして、登
場人物の気持ちの変化を考える。

9 5 登場人物の気持ちの変化について考えたことを
基に、物語の結末についての感想をまとめる。

10～11 6 書いた感想をグループで読み合う。
・新たに考えたことや思ったことを書き加え
る。7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。
・単元で身につけた力をいかして、P150「手ぶ
くろを買いに」を読む。

12 8 P35「言葉を分類しよう」を読む。
・性質による言葉の分類があることに気づく。

10月 1～2 1 書くときや読むときに迷ってしまう漢字につい
て考える。
・漢字を正しく用いるためにはどのようなこと
に注意すればよいのかについて、関心を高め
る。2 仮名で書くと同じになる言葉を取り上げて、適
切な漢字の用い方について考える。

3 送り仮名の適切な付け方について考える。

4 いろいろな読み方をもつ漢字を取り上げて、そ
れぞれの読み方とその用い方について考える。

10月 1～2 1 挿絵や写真を見たり、短歌や俳句を音読したり
して、秋の自然の様子や行事を表す言葉を考え
る。
・絵や写真を見て、自分の知っている言葉を書
き出し、交流する。
・教科書にはないが、自分の地域に伝わる行事
を表す言葉がないか、話し合う。
・短歌や俳句を読み、秋の風景を表す言葉から
その様子を豊かに想像する。

2 好きな秋の行事の楽しさを知らせる手紙を書
く。書いた手紙を紹介し合い、感想を伝え合
う。
・日付や宛名等、手紙の書き方を確認する。
・送る相手や伝える内容を明確にし、秋の自然
の様子や行事を表す語句を使って手紙を書く。
・季節を言葉で表現するよさを味わう。

10月 役わりをいしきしながら話し合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・クラスで話し合いたい議題を考える。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2 2 役割を決め、目的と議題を確かめる。
・話し合いにおける役割を理解し、分担する。
・日常生活の中から必要性の高い議題を選ぶ。

3～4 3 話し合いの準備をする。
・P42-45の話し合いの例を、二次元コードで見
られる動画で視聴したり、文章で読んだりし
て、気をつけるとよいことを考え、交流する。
・司会グループや提案者、参加者がそれぞれ気
をつけるとよいことを確かめる。
・司会グループは進行計画を立て、提案者や参
加者は議題に対する自分の考えをまとめてお
く。

主な学習活動

ごんぎつね
【コラム】言葉を分類しよう
12時間（知・技①、読⑪）
◎言葉には性質による語句のまとまり
があることを理解し、語彙を豊かにす
ることができる。（知・技(1)オ）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
○登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■物語の結末についての感想を書く。

【知・技】言葉には性質による語句
のまとまりがあることを理解し、語
彙を豊かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、登場人物
の気持ちの変化や性格、情景につい
て、場面の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
【態】進んで文章を読んで理解した
ことに基づいて感想をもち、学習の
見通しをもって、物語の結末につい
ての感想を書こうとしている。

漢字を正しく使おう
２時間（知・技②）
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名
の付け方を理解して文や文章の中で使
うことができる。（知・技(1)ウ）
○第４学年までに配当されている漢字
を読み、第３学年までに配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で使うと
ともに、第４学年に配当されている漢
字を漸次書くことができる。（知・技
(1)エ）

【知・技】
・漢字と仮名を用いた表記、送り仮
名の付け方を理解して文や文章の中
で使っている。（(1)ウ）
・第４学年までに配当されている漢
字を読み、第３学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第４学年に配当され
ている漢字を漸次書いている。（(1)
エ）
【態】進んで同音異義語や送り仮名
の付け方などについて理解し、学習
課題に沿って、漢字を文や文章の中
で使おうとしている。

秋の楽しみ
２時間（書②）
◎様子や行動を表す語句の量を増し、
文章の中で使い、語彙を豊かにするこ
とができる。（知・技(1)オ）
○相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■秋の行事の楽しさを伝える手紙を書
く。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）

【知・技】様子や行動を表す語句の
量を増し、文章の中で使い、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を比較した
り分類したりして伝えたいことを明
確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的に秋の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学習の
見通しをもって、秋の行事の様子を
伝える手紙を書こうとしている。

クラスみんなで決めるには
８時間（話・聞⑧）
◎比較や分類のしかた、必要な語句な
どの書き留め方を理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
◎目的や進め方を確認し、司会などの
役割を果たしながら話し合い、互いの
意見の共通点や相違点に着目して、考
えをまとめることができる。（思・
判・表A(1)オ）
○目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝え合うために必要
な事柄を選ぶことができる。（思・
判・表A(1)ア）
■役割を意識しながらクラス全体で話
し合って考えをまとめる。
☆役割を意識して話し合う姿勢を育て
る題材（特別活動）
☆自分と違う考えと接するときに、約
束に則って適切に判断する態度につい
て考える題材（道徳）
☆ＩＣＴ端末を活用した録音・録画
（ＩＣＴ活用）

【知・技】比較や分類のしかた、必
要な語句などの書き留め方を理解し
使っている。（(2)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選ん でい る。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や進め方を確認し、司会な
どの役割を果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や相違点に着目
して、考えをまとめている。（A(1)
オ）
【態】積極的に役割を果たしながら
話し合い、学習課題に沿って、考え
をまとめようとしている。

９月
～
10月
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5～8 4 クラス全体で話し合いを行い、気づいたことを
振り返る。
・話し合いを振り返り、よかったところや次に
気をつけたいところを伝え合う。振り返ったこ
とを基に、別の議題で役割を変えて話し合う。

5 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

11月 中心となる語や文を見つけて要約し、調べたことを書こう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P47を見て、題名やリード文から工芸品に対す
るイメージを広げる。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2～3 2 中心となる語や文を見つけて要約する。
・筆者の伝えたいことは何かを考えながら読
み、文章の構成を捉える。
・まとまりごとに中心となる語や文を確かめ、
それを用いて文章全体を200字以内で要約する。
その際、４上P90「要約するとき」を参考にする
とよい。

4 3 工芸品や筆者の考えについて考えたことを、
ノートにまとめる。

5～6 4 要約した文章を使いながら、考えたことを伝え
合う。5 工芸品に関する資料や図鑑を読み、内容を友達
に伝える。

6 学習を振り返る。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。

7 7 工芸品についてのリーフレットを作る流れを確
かめる。
・P56「問いをもとう」「目標」を基に、学習の
めあてを確かめる。

8 8 紹介したい工芸品について詳しく調べ、分かっ
たことを書き出して整理する。

9 9 組み立てや資料の使い方を考える。
・P58-59の作例を読み、資料の使い方など、
リーフレットの書き方のよさを見つけ、自分の
書く文章の組み立てや資料の使い方を考える。

10～11 10 考えた組み立てに沿って文章を書く。
・表紙や裏表紙を作って仕上げる。
・元になる資料や事典の文章を読み返し、自分
が伝えたいことの中心となる語や文が含まれて
いるかを確かめる。

12 11 リーフレットを読み合い、感想を伝え合う。

12 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

11月 1～2 1 教材文を読み、昔から伝わる慣用句について知
る。2 国語辞典を使って、P61の慣用句や興味のある慣
用句の意味を調べる。
・国語辞典にどのように例文が書かれているか
を確かめる。

3 国語辞典を作る人になったつもりで、提示され
た慣用句の例文を作る。
・慣用句の意味を調べ、例文を作る。
・作った例文を友達と交換し、正しく慣用句を
使えているかどうか確かめ合う。

11月 短歌・俳句に親しもう（二）
１時間（知・技①）
◎易しい文語調の短歌や俳句を音読し
たり暗唱したりするなどして、言葉の
響きやリズムに親しむことができる。
（知・技(3)ア）
■短歌や俳句を音読したり暗唱したり
して親しむ。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）

1 1 短歌・俳句を何度も声に出して読み、言葉の調
子や響きを楽しむ。
・おおよその意味が書かれた文を参考にして、
言葉の響きやリズムを感じながら声に出して読
み、風景や作者の心情を思い浮かべ、話し合
う。
・気に入った短歌や俳句を暗唱して楽しむ。

【知・技】易しい文語調の短歌や俳
句を音読したり暗唱したりするなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
【態】進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って、短歌や
俳句を音読したり暗唱したりしよう
としている。

11月 1～2 1 絵を見て学校の様子を想像し、３年生までに
習った漢字を使って、文章を書く。

クラスみんなで決めるには
８時間（話・聞⑧）
◎比較や分類のしかた、必要な語句な
どの書き留め方を理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
◎目的や進め方を確認し、司会などの
役割を果たしながら話し合い、互いの
意見の共通点や相違点に着目して、考
えをまとめることができる。（思・
判・表A(1)オ）
○目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝え合うために必要
な事柄を選ぶことができる。（思・
判・表A(1)ア）
■役割を意識しながらクラス全体で話
し合って考えをまとめる。
☆役割を意識して話し合う姿勢を育て
る題材（特別活動）
☆自分と違う考えと接するときに、約
束に則って適切に判断する態度につい
て考える題材（道徳）
☆ＩＣＴ端末を活用した録音・録画
（ＩＣＴ活用）

【知・技】比較や分類のしかた、必
要な語句などの書き留め方を理解し
使っている。（(2)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選ん でい る。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や進め方を確認し、司会な
どの役割を果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や相違点に着目
して、考えをまとめている。（A(1)
オ）
【態】積極的に役割を果たしながら
話し合い、学習課題に沿って、考え
をまとめようとしている。

未来につなぐ工芸品
工芸品のみりょくを伝えよう
12時間（書⑥、読⑥）
◎事典の使い方を理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
◎自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
◎目的を意識して、中心となる語や文
を見つけて要約することができる。
（思・判・表C(1)ウ）
○幅広く読書に親しみ、読書が、必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気づくことができる。（知・技(3)
オ）
■調べて分かったことなどをまとめて
書く。
☆インターネットを活用した情報収集
（ＩＣＴ活用）
☆図書館を活用した調べ学習（図書館
活用）
☆我が国の伝統と文化を大切にする心
を育てる題材（道徳）

【知・技】
・事典の使い方を理解し使ってい
る。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、必
要な知識や情報を得ることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、自分の考
えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫
している。（B(1)ウ）
・「読むこと」において、目的を意
識して、中心となる語や文を見つけ
て要約している。（C(1)ウ）
【態】積極的に、中心となる語や文
を見つけて要約したり、自分の考え
とそれを支える理由や事例との関係
を明確にして、書き表し方を工夫し
たりして、学習の見通しをもって、
調べて分かったことをまとめて書こ
うとしている。

慣用句
２時間（知・技①、書①）
◎長い間使われてきた慣用句の意味を
知り、使うことができる。（知・技
(3)イ）
・相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表B(1)ア）
■慣用句の意味を調べて文を作る。

【知・技】長い間使われてきた慣用
句の意味を知り、使っている。（(3)
イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどから書く
ことを選び、伝えたいことを明確に
している。（B(1)ア）
【態】進んで慣用句の意味を知り、
学習の見通しをもって、慣用句を
使った文を書こうとしている。

漢字の広場④
２時間（書②）
◎第３学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第３学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして、文を書こうとしてい
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2 書いたものを読み返し、間違いを直すなどして
推敲する。
・漢字や送り仮名、句読点等が正しく使えてい
るかを確かめ、間違いを直す。

3 書いたものを友達と読み合い、漢字を正しく用
いることのよさを実感する。

12月 つながりを見つけながら読み、おもしろいと思ったことを話し合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P65を見て、題名やリード文から物語を想像す
る。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。
・「この本、読もう」で取り上げられている本
などのミステリーから読みたい本を選び、並行
して読み進める。

2 2 登場人物の性格や行動を確かめる。

3～4 3 書かれていることのつながりを見つけながら読
み、人物の気持ちや関係の変化、「ぼく」は何
を手がかりに推理したかを考える。
・叙述と叙述とを結び付けながら、どのような
謎が、どのような叙述のつながりで解き明かせ
そうかを考える。

5 4 おもしろいと思ったところについて、理由とと
もに書きまとめる。
・着目した謎と、それを解き明かす証拠の叙述
を結び付けて、おもしろさを説明する文章に書
きまとめる。6～8 5 書いた文章を基に、おもしろいと思ったことを
話し合う。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で取り上げられている本
などのミステリーを読んでおもしろいと思った
ところを伝え合う。

12月 理由や例を挙げて、考えを書こう

1 1 学習の見通しをもつ。
・自然災害への備えについて知っていることを
出し合う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2～4 2 テーマを決めて調べ、整理する。
・「大雨」「津波」など、大きなテーマを選
び、その中から特に詳しく知りたいことを決め
る。
・さまざまな本や資料、インターネットを活用
して情報を調べる。
・分かったことはカードに書くなどして整理す
る。図や表を使って内容ごとに分類する。

5～6 3 文章の組み立てを考える。
・P87の作例を読み、自分の考えを伝えるための
書き方の工夫を見つけ、気づいたことを話し合
う。7～8 4 自分の考えをまとめた文章を書く。
・挙げている理由や事例が考えを支えるものと
なっているかを確かめる。
・文章の最後には、引用文献、参考文献をそれ
ぞれ書く。

9 5 書いた文章を読み返す。

10 6 文章を読み合い、感想を伝える。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

12月 1～2 1 挿絵や写真を見たり、俳句を読んだりして、冬
の行事や様子を表す言葉を考える。
・絵を見て、自分の知っている言葉を書き出
し、交流する。
・教科書にはないが、自分の地域に伝わる行事
を表す言葉がないか、話し合う。

漢字の広場④
２時間（書②）
◎第３学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第３学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして、文を書こうとしてい

友情のかべ新聞
８時間（読⑧）
◎登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
○幅広く読書に親しみ、読書が、必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気づくことができる。（知・技(3)
オ）
■おもしろいと思ったところを伝え合
う。
☆関連図書の読書（図書館活用）

【知・技】幅広く読書に親しみ、読
書が、必要な知識や情報を得ること
に役立つことに気づいている。（(3)
オ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像してい
る。（C(1)エ）
【態】積極的に登場人物の気持ちの
変化や性格について、場面の移り変
わりと結び付けながら想像して読
み、学習の見通しをもって、おもし
ろいと思ったところを伝え合おうと
している。

もしものときにそなえよう
10時間（書⑩）
◎考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（知・技
(2)ア）
◎自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
■調べて考えたことを文章に書く。
☆自然災害に備えた防災学習（社会、
理科）
☆インターネットを活用した情報収集
（ＩＣＴ活用）
☆図書館を活用した調べ学習（図書館
活用）

【知・技】考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情報と情報
との関係について理解している。
（(2)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、自分の考えとそれを支える理由
や事例との関係を明確にして、書き
表し方を工夫している。（B(1)ウ）
【態】積極的に自分の考えとそれを
支える理由や事例を明確にし、学習
の見通しをもって、調べて考えたこ
とを文章に書こうとしている。

冬の楽しみ
２時間（書②）
◎様子や行動を表す語句の量を増し、
文章の中で使い、語彙を豊かにするこ
とができる。（知・技(1)オ）
○相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして、伝えたいことを明確にする
ことができる。（思・判・表B(1)ア）
■冬の行事の楽しさを伝えるかるたを
作る。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）

【知・技】様子や行動を表す語句の
量を増し、文章の中で使い、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を比較した
り分類したりして、伝えたいことを
明確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的に冬の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学習の
見通しをもって、冬の行事の楽しさ
を知らせるかるたを作ろうとしてい
る。
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４年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

内容解説資料内容解説資料

2 自分の住む地域の冬の行事の楽しさを知らせる
かるたを作る。
・読み札と取り札の書き方を確認する。
・地域の冬の行事の楽しさを表す語句を使って
読み札を作り、それに対応した取り札を作る。
・完成したかるたで遊んだり、読み札の表現で
工夫しているところを見つけて、伝え合ったり
する。
・季節を言葉で表現するよさを味わう。

１月 1 1 ３編の詩を読んで、それぞれの「月」の様子を
思い浮かべ、感じたことを伝え合う。
・３編の詩から想像される「月」が全く違うも
のであることや、自分と友達との感じ方に違い
があることに気づき、同じテーマで複数の作品
を読むことの楽しさや感想を交流することのよ
さを知る。

2 2 テーマを決めて、詩を集める。
・言葉の使い方や書かれ方に目を向け、集めた
詩とその理由をノートに書き出す。

3～4 3 集めた詩の中から自分の詩集に載せる詩を選
ぶ。
・自分の意図するテーマが明確になるように、
集めた中からどの詩を載せるか検討し、載せる
順番を考える。4 詩を選んだ理由を最後のページに書き、表紙や
目次を付けて、本にする。
・自分の意図するテーマについて、最後のペー
ジで説明をする。

5 できあがった詩集を読み合う。
・友達と詩集を読み合い、テーマが伝わるかど
うかや感じ方の違いについて交流する。

１月 1～2 1 まど・みちお作「ニンジン」を読み、連想を広
げてひと言で詩を書くことに関心を高める。

2 P95の「にんじん」を中心にしたマップを例に、
表現したいことからさまざまに発想を広げ、思
いついた言葉を書き出す。

3 書き出した言葉を組み合わせたり、順序を変え
たりして、どのように表現するのかを考える。

4 ひと言で詩を書き、互いに読み合う。
・身の回りから題材を選んでひと言で詩を書
く。
・互いに読み合い、相手がなぜそのように表現
したのか、連想の道筋を考える。5 学習を振り返る。
・「たいせつ」「いかそう」で身につけた力を
押さえ、この後の「書くこと」単元でも活用す
ることを確かめる。

１月 1～2 1 「熟語」の意味を理解する。

2 訓を手がかりに熟語の意味を考える。
・熟語を訓で読んでその意味を考え、友達と説
明し合う。

3 漢字の組み合わせから熟語の意味を考える。
・漢字の組み合わせを手がかりに熟語の意味を
考え、友達と説明し合う。
・国語辞典や漢字辞典を引き、熟語の意味と自
分たちの説明が一致するか確かめる。

１月 1～2 1 教科書の絵を見て、休日の様子を想像し、３年
生までに習った漢字を使って、文章を書く。

2 書いたものを読み返し、間違いを直すなどして
推敲する。
・漢字や送り仮名、句読点等が正しく使えてい
るかを確かめ、間違いを直す。

3 書いたものを友達と読み合い、漢字を正しく用
いることのよさを実感する。

１月 きょうみをもったことを中心に、しょうかいしよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P99を見て、題名やリード文から、文章の内容
を想像する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 2 文章の内容を確かめ、興味をもったところを
はっきりさせる。
・「もっと読もう」も併せて読み、自分が最も
興味をもったことを明確にする。

冬の楽しみ
２時間（書②）
◎様子や行動を表す語句の量を増し、
文章の中で使い、語彙を豊かにするこ
とができる。（知・技(1)オ）
○相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして、伝えたいことを明確にする
ことができる。（思・判・表B(1)ア）
■冬の行事の楽しさを伝えるかるたを
作る。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）

【知・技】様子や行動を表す語句の
量を増し、文章の中で使い、語彙を
豊かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を比較した
り分類したりして、伝えたいことを
明確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的に冬の行事やその様子
などを表す語句の量を増し、学習の
見通しをもって、冬の行事の楽しさ
を知らせるかるたを作ろうとしてい
る。

自分だけの詩集を作ろう
４時間（書②、読②）
○幅広く読書に親しみ、読書が、必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気づくことができる。（知・技(3)
オ）
○相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして、伝えたいことを明確にする
ことができる。（思・判・表B(1)ア）
○詩を読んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方などに違
いがあることに気づくことができる。
（思・判・表C(1)カ）
■詩や詩集を読み、自分だけの詩集を
作る。
☆テーマに合った詩の収集（図書館活
用）

【知・技】幅広く読書に親しみ、読
書が、必要な知識や情報を得ること
に役立つことに気づいている。（(3)
オ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや想像
したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明確にしてい
る。（B(1)ア）
・「読むこと」において、詩を読ん
で感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。（ C(1)
カ）
【態】 進んで目的を意識して詩を選
び、学習の見通しをもって、自分だ
けの詩集を作ろうとしている。

言葉から連想を広げて
２時間（書②）
◎自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
○必要な語句などの書き留め方を理解
し使うことができる。（知・技 (2)
イ）
■連想したことを基にひと言で詩を書
く。

【知・技】必要な語句などの書き留
め方を理解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、自分の考えとそれを支える理由
や事例との関係を明確にして、書き
表し方を工夫している。（B(1)ウ）
【態】 進んで連想を広げ、書き表し
方を工夫し、学習の見通しをもっ
て、ひと言で詩を書こうとしてい
る。

熟語の意味
２時間（知・技②）
◎第４学年までに配当されている漢字
を読むことができる。（知・技 (1)
エ）

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。（(1)エ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を読み、これまでの学
習をいかして、漢字や熟語を正しく
読んだり書いたりしようとしてい
る。

漢字の広場⑤
２時間（書②）
◎第３学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第３学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして、文を書こうとしてい

風船でうちゅうへ
８時間（読⑧）
◎考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（知・技
(2)ア）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
○様子や行動を表す語句の量を増し、
話や文章の中で使い、語彙を豊かにす
ることができる。（知・技(1)オ）
■興味をもったところを中心に要約し
て紹介する文章を書く。
☆調査・結果・考察など、記録・報告
における事実と考えの整理（理科、総
合的な学習の時間）

【知・技】
・様子や行動を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使い、語彙を豊
かにしている。（(1)オ）
・考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。（ C(1)
カ）
【態】進んで、文章を読んで理解し
たことに基づいて感想や考えをも
ち、学習課題に沿って、要約して紹
介する文章を書こうとしている。
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内容解説資料内容解説資料

3～6 3 興味をもったことに沿って大事な言葉や文を書
き出して要約し、友達と読み合う。
・書き出した言葉や文を使ったり、自分の言葉
を用いたりして文章を要約する。
・交流を通して、興味をもったところが違えば
要約のしかたも異なることに気づく。

7 4 教材文を紹介する文章を書く。
・要約した文章を使い、感想とともに教材文を
紹介する文章を書く。
・「何の話か」「要約」「感想」という構成
で、教材文を紹介する文章を書く。

8 5 友達と紹介文を読み合う。
・自分との違いや、「いいな。」と思うところ
を伝え合う。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

２月 言葉について考えよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P113を読み、「問いをもとう」を基に、分か
りやすく書くために必要なことを考える。

2 言葉と言葉のつながりについて考える。

2～3 3 例文を比較して、文と文のつながりについて考
える。4 例文を比較して、１文の長さについて考える。
・例文を読み、１文にまとめることで分かりや
すくなることもあることを知る。

4 5 P116の文章を、分かりやすくなるように書き直
す。
・これまでの学習内容をいかして書き直す。
・友達と、どこをどのように直したのかを説明
し合う。6 学習を振り返る。

２月 言葉を選んで詩を書き、友達と読み合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・心を動かされたことを振り返り、紹介し合
う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。2～3 2 詩に書きたいことについて詳しく書き出す。
・心を動かされたことの中から、最も伝えたい
題材を選ぶ。

4 3 詩の組み立てを考える。
・どんな詩を書きたいか、行数や連の数などか
ら考えてみる。

5～6 4 言葉を選んで、詩を書く。
・心を動かされたときのことについて、いちば
ん伝えたいことを中心に連想を広げて言葉を書
き出す。
・書いた作品を読み返し、心が動かされたとき
のことが伝わる表現かどうかを確かめ、整え

7 5 友達の詩の工夫を見つけ、感想を伝え合う。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

調べて分かったことを話そう

1 1 学習の見通しをもつ。
・普段の生活の中で疑問に思ったことを出し合
い、題材への関心を高める。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2～4 2 調べたいことを決める。
・自分やみんなの生活について、感じているこ
とをグループで出し合い、調べたいテーマを決
める。3 アンケートを取り、結果を整理する。
・４上P98「アンケート調査のしかた」を参考
に、アンケート調査をした経験をいかしてアン
ケートを取る。

4 組み立てを考え、資料を作る。
・アンケートから分かったことを明確にして、
グラフや表にまとめる。

２月
～
３月 調べて話そう、生活調査隊

８時間（話・聞⑧）
◎相手を見て話したり聞いたりすると
ともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話すことができる。
（知・技(1)イ）
◎目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝え合うために必要
な事柄を選ぶことができる。（思・
判・表A(1)ア）
◎話の中心や話す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などを工
夫することができる。（思・判・表
A(1)ウ）
○考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（知・技
(2)ア）
○相手に伝わるように、理由や事例な
どを挙げながら、話の中心が明確にな
るよう話の構成を考えることができ
る。（思・判・表A(1)イ）
■調査の報告をする。
☆目的を意識して調査結果を整理、発
表（社会、理科、総合的な学習の時
間）
☆ＩＣＴ端末を活用した録音・録画
（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・相手を見て話したり聞いたりする
とともに、言葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して話している。
（(1)イ）
・考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選ん でい る。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、相手に伝わるように、理由や事
例などを挙げながら、話の中心が明
確になるよう話の構成を考えてい
る。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話の中心や話す場面を意識し
て、言葉の抑揚や強弱、間の取り方
などを工夫している。（A(1)ウ）
【態】進んで、話の中心や話す場面
を意識して、言葉の抑揚や強弱、間
の取り方などを工夫し、これまでの
学習をいかして、調査の報告をしよ
うとしている。

風船でうちゅうへ
８時間（読⑧）
◎考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（知・技
(2)ア）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
○様子や行動を表す語句の量を増し、
話や文章の中で使い、語彙を豊かにす
ることができる。（知・技(1)オ）
■興味をもったところを中心に要約し
て紹介する文章を書く。
☆調査・結果・考察など、記録・報告
における事実と考えの整理（理科、総
合的な学習の時間）

【知・技】
・様子や行動を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使い、語彙を豊
かにしている。（(1)オ）
・考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。（ C(1)
カ）
【態】進んで、文章を読んで理解し
たことに基づいて感想や考えをも
ち、学習課題に沿って、要約して紹
介する文章を書こうとしている。

つながりに気をつけよう
４時間（知・技①、書③）
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾
との関係、指示する語句と接続する語
句の役割について理解することができ
る。（知・技(1)カ）
○間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■つながりに気をつけて文章を書く。

【知・技】主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示する語句
と接続する語句の役割について理解
している。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】進んで、主語と述語との関
係、修飾と被修飾との関係、指示す
る語句と接続する語句の役割につい
て理解し、これまでの学習をいかし
て、つながりに気をつけて文章を書
こうとしている。

心が動いたことを言葉に
７時間（書⑦）
◎書こうとしたことが明確になってい
るかなど、詩に対する感想や意見を伝
え合い、自分の文章のよいところを見
つけることができる。（思・判・表
B(1)オ）
○様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、話や詩の中で使い、語
彙を豊かにすることができる。（知・
技(1)オ）
○主語と述語との関係、修飾と被修飾
との関係、指示する語句と接続する語
句の役割、連の役割について理解する
ことができる。（知・技(1)カ）
■心が動いたことを詩に書いて友達と
読み合う。

【知・技】
・様子や行動、気持ちや性格を表す
語句の量を増し、話や詩の中で使
い、語彙を豊かにしている。（(1)
オ）
・主語と述語との関係、修飾と被修
飾との関係、指示する語句と接続す
る語句の役割、連の役割について理
解している。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、書こうとしたことが明確になっ
ているかなど、詩に対する感想や意
見を伝え合い、自分の文章のよいと
ころを見つけている。（B(1)オ）
【態】進んで感想を伝え合い、これ
までの学習をいかして、心が動いた
ことを言葉にして書いた詩を読み
合っている。
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４年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

内容解説資料内容解説資料

5～6 5 発表する準備をする。
・P123「発表の例」を読んだり、動画を見たり
して分かりやすく伝えるための工夫を考える。
・互いの練習の様子を動画で撮影して工夫点を
確かめる。

7～8 6 発表し、感じたことを伝え合う。
・話し方の工夫を意識して発表する。
・自分の生活と比べながら聞き、質問をしたり
発表のよかったところを伝えたりする。
・友達の感想から、自分の考えが正しく伝わっ
ているか考える。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

３月 読んで考えたことを、友達と伝え合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P125を見て、題名やリード文から物語を想像
する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。2 2 物語の組み立てや、登場人物の気持ちを確かめ
る。3～5 3 登場人物の気持ちの変化を、観点を選んで考え
る。
・同じ観点や違う観点の人と、どのような考え
を見いだしているのかを伝え合い、考えを深め6 4 物語の最後で、登場人物が書こうとしているこ
とは何かを、理由とともに考える。

7 5 考えたことを伝え合い、自分の考えと比べなが
ら聞いて、感じたことを話す。
・交流を通して新たに気づいたことや、一人一
人の解釈や感じ方の違いを振り返る。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

３月 1～2 1 教科書の絵を見て、１年間の出来事を振り返っ
たり想像したりし、３年生までに習った漢字を
使って、学級新聞の記事を書く。

2 書いた記事を読み返し、間違いを直すなどして
推敲する。
・漢字や送り仮名、句読点等が正しく使えてい
るかを確かめ、間違いを直す。

3 書いたものを友達と読み合い、漢字を正しく用
いることのよさを実感する。

３月 1 1 １年間の学び全体を振り返る。

2 P146「『たいせつ』のまとめ」などを見て、ど
のようなことを学んだのか確かめる。

3 特に身についたと思う言葉の力を書きまとめ
る。

四年生をふり返って
１時間（書①）
○言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気づくことが
できる。（知・技(1)ア）
○相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして、伝えたいことを明確にする
ことができる。（思・判・表B(1)ア）
■１年間の国語科での学びを振り返
り、書く。

【知・技】言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがあることに
気づいている。（(1)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を比較した
り分類したりして、伝えたいことを
明確にしている。（B(1)ア）
【態】進んで経験したことなどから
書くことを選び、学習課題に沿って
１年間の振り返りを書こうとしてい
る。

調べて話そう、生活調査隊
８時間（話・聞⑧）
◎相手を見て話したり聞いたりすると
ともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話すことができる。
（知・技(1)イ）
◎目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝え合うために必要
な事柄を選ぶことができる。（思・
判・表A(1)ア）
◎話の中心や話す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などを工
夫することができる。（思・判・表
A(1)ウ）
○考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心など情報と情報との関係につ
いて理解することができる。（知・技
(2)ア）
○相手に伝わるように、理由や事例な
どを挙げながら、話の中心が明確にな
るよう話の構成を考えることができ
る。（思・判・表A(1)イ）
■調査の報告をする。
☆目的を意識して調査結果を整理、発
表（社会、理科、総合的な学習の時
間）
☆ＩＣＴ端末を活用した録音・録画
（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・相手を見て話したり聞いたりする
とともに、言葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して話している。
（(1)イ）
・考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心など情報と情報との関係
について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選ん でい る。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、相手に伝わるように、理由や事
例などを挙げながら、話の中心が明
確になるよう話の構成を考えてい
る。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話の中心や話す場面を意識し
て、言葉の抑揚や強弱、間の取り方
などを工夫している。（A(1)ウ）
【態】進んで、話の中心や話す場面
を意識して、言葉の抑揚や強弱、間
の取り方などを工夫し、これまでの
学習をいかして、調査の報告をしよ
うとしている。

スワンレイクのほとりで
７時間（読⑦）
◎文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
○様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
○登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■物語を読んで考えたことを伝え合
う。

【知・技】様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、話や文章
の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、登場人物
の気持ちの変化や性格、情景につい
て、場面の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。（ C(1)
カ）
【態】進んで一人一人の感じ方に違
いがあることに気づき、学習の見通
しをもって、物語を読んで考えたこ
とを伝え合おうとしている。

漢字の広場⑥
２時間（書②）
◎第３学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第３学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして、文を書こうとしてい
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